
(57)【要約】

【課題】定型のフレキシブル基板から各種形状のコイル

部材を製造することや、基板シートからフレキシブル基

板を切り出すときに無駄を最小限とすることができる、

コイル部材を提供する。

【解決手段】スリットまたは開口からなる切断部２１８

を有する環状の初期状態のフレキシブル基板２１０が、

複数箇所で曲折されることで切断部２１８の形状が初期

状態とは相違する環状の完成状態とされている。定型の

初期状態のフレキシブル基板２１０から各種形状の完成

状態のコイル部材２００を製造することができる。また

、初期状態のフレキシブル基板２００を切断部２１８が

スリット状の細長形状に形成しておき、これを曲折によ

り切断部２１８が大径に拡開した枠状の完成状態とする

ようなこともできる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ス リ ッ ト ま た は 開 口 か ら な る 切 断 部 を 有 す る 環 状 の 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 が 、 複
数 箇 所 で 曲 折 さ れ る こ と で 前 記 切 断 部 の 形 状 が 前 記 初 期 状 態 と は 相 違 す る 環 状 の 完 成 状 態
と さ れ て い る コ イ ル 部 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 完 成 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 前 記 切 断 部 が 前 記 初 期 状 態 よ り 拡 開 さ れ て い る 請 求
項 １ に 記 載 の コ イ ル 部 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 は 、 ス リ ッ ト 状 の 前 記 切 断 部 を 有 す る 細 長 形 状 に 形 成
さ れ て お り 、
　 前 記 完 成 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 は 、 拡 開 さ れ た 前 記 切 断 部 を 有 す る 枠 状 に 形 成 さ れ て
い る 請 求 項 ２ に 記 載 の コ イ ル 部 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 完 成 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 が 環 状 に 連 続 す る 少 な く と も 四 つ の 線 形 部 分 を 有 し て
お り 、
　 前 記 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 で は 、 前 記 線 形 部 分 が 少 な く と も 二 つ ず つ 直 線 状 に 各
々 連 続 し て い る 一 対 の 直 線 状 部 が 略 平 行 に 隣 接 す る 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 が 複 数 の 前 記 線 形 部 分 の 境 界 箇 所 で 曲 折 さ れ て 前 記 完
成 状 態 と さ れ る こ と で 、 略 平 行 に 隣 接 し て い た 前 記 線 形 部 分 が 前 記 初 期 状 態 の と き よ り 前
記 完 成 状 態 で は 離 間 し て い る 請 求 項 ３ に 記 載 の コ イ ル 部 材 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 完 成 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 で は 、 各 々 が 細 長 い 第 一 線 形 部 分 と 第 二 線 形 部 分 と 第
三 線 形 部 分 と 第 四 線 形 部 分 と が 矩 形 の 環 状 に 連 続 し て お り 、
　 前 記 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 は 、 前 記 第 一 線 形 部 分 と 前 記 第 二 線 形 部 分 と が 直 線 状
に 連 続 す る と と も に 前 記 第 三 線 形 部 分 と 前 記 第 四 線 形 部 分 と が 直 線 状 に 連 続 し 、 前 記 第 一
線 形 部 分 に 少 な く と も 前 記 第 四 線 形 部 分 が 略 平 行 に 隣 接 す る と と も に 前 記 第 二 線 形 部 分 に
少 な く と も 前 記 第 三 線 形 部 分 が 略 平 行 に 隣 接 す る 細 長 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 が 前 記 第 一 線 形 部 分 と 前 記 第 二 線 形 部 分 と の 境 界 箇 所
と 前 記 第 二 線 形 部 分 と 前 記 第 三 線 形 部 分 と の 境 界 箇 所 と 前 記 第 三 線 形 部 分 と 前 記 第 四 線 形
部 分 と の 境 界 箇 所 と 前 記 第 四 線 形 部 分 と 前 記 第 一 線 形 部 分 と の 境 界 箇 所 と で 曲 折 さ れ て 前
記 完 成 状 態 と さ れ て い る 請 求 項 ４ に 記 載 の コ イ ル 部 材 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 完 成 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 前 記 第 一 線 形 部 分 と 前 記 第 二 線 形 部 分 と 前 記 第 三 線
形 部 分 と 前 記 第 四 線 形 部 分 と の 表 面 が 同 一 平 面 に 略 位 置 し て い る 請 求 項 ５ に 記 載 の コ イ ル
部 材 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 完 成 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 表 面 が 拡 開 さ れ た 前 記 切 断 部 に よ り 形 成 さ れ る 平 面
に 対 し て 略 直 交 し て い る 請 求 項 ２ な い し ５ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の コ イ ル 部 材 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 完 成 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 で は 、 前 記 第 一 線 形 部 分 と 前 記 第 二 線 形 部 分 と の 表 面
が 略 直 交 し 、 前 記 第 二 線 形 部 分 と 前 記 第 三 線 形 部 分 と の 表 面 が 略 直 交 し 、 前 記 第 三 線 形 部
分 と 前 記 第 四 線 形 部 分 と の 表 面 が 略 直 交 し 、 前 記 第 四 線 形 部 分 と 前 記 第 一 線 形 部 分 と の 表
面 が 略 直 交 し て い る 請 求 項 ６ に 記 載 の コ イ ル 部 材 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 曲 折 状 態 を 維 持 す る 曲 折 維 持 部 材 も 有 し て い る 請 求 項 １ な い し
８ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の コ イ ル 部 材 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 コ イ ル 部 材 が 搭 載 さ れ て い る 電 子 機 器 で あ っ て 、
　 請 求 項 １ な い し ９ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の コ イ ル 部 材 を 有 し て い る 電 子 機 器 。
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【 請 求 項 １ １ 】
　 コ イ ル 部 材 が 搭 載 さ れ て い る 電 子 機 器 で あ っ て 、
　 本 体 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 こ の 本 体 ハ ウ ジ ン グ に 搭 載 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し ８ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の コ イ ル 部
材 と 、
　 前 記 本 体 ハ ウ ジ ン グ に 装 着 さ れ て 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 曲 折 状 態 を 維 持 し て い る 曲 折
維 持 部 材 と 、
を 有 し て い る 電 子 機 器 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 コ イ ル 部 材 が 搭 載 さ れ て い る 電 子 機 器 で あ っ て 、
　 本 体 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 こ の 本 体 ハ ウ ジ ン グ に 搭 載 さ れ て い る 請 求 項 ９ に 記 載 の コ イ ル 部 材 と 、
　 前 記 本 体 ハ ウ ジ ン グ に 形 成 さ れ て い て 前 記 曲 折 維 持 部 材 が 装 着 さ れ て い る 部 材 保 持 機 構
と 、
を 有 し て い る 電 子 機 器 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の コ イ ル 部 材 を 製 造 す る た め の コ イ ル 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 ス リ ッ ト ま た は 開 口 か ら な る 前 記 切 断 部 を 有 す る 環 状 に 前 記 初 期 状 態 の 前 記 フ レ キ シ ブ
ル 基 板 を 形 成 し 、
　 前 記 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 複 数 箇 所 で 曲 折 さ せ る こ と で 前 記 切 断 部 の 形 状 が 前
記 初 期 状 態 と は 相 違 す る 環 状 の 完 成 状 態 と す る コ イ ル 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の コ イ ル 部 材 を 製 造 す る た め の コ イ ル 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 ス リ ッ ト ま た は 開 口 か ら な る 前 記 切 断 部 を 有 す る 環 状 に 前 記 初 期 状 態 の 前 記 フ レ キ シ ブ
ル 基 板 を 形 成 し 、
　 前 記 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 複 数 箇 所 で 曲 折 さ せ る こ と で 前 記 切 断 部 が 拡 開 さ れ
た 環 状 の 前 記 完 成 状 態 と す る コ イ ル 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の コ イ ル 部 材 を 製 造 す る た め の コ イ ル 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 ス リ ッ ト 状 の 前 記 切 断 部 を 有 す る 細 長 形 状 に 前 記 初 期 状 態 の 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 形
成 し 、
　 前 記 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 複 数 箇 所 で 曲 折 さ せ る こ と で 拡 開 さ れ た 前 記 切 断 部
を 有 す る 枠 状 の 前 記 完 成 状 態 と す る コ イ ル 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の コ イ ル 部 材 を 製 造 す る た め の コ イ ル 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 少 な く と も 四 つ の 線 形 部 分 が 環 状 に 連 続 し 、 前 記 線 形 部 分 が 少 な く と も 二 つ ず つ 直 線 状
に 各 々 連 続 し て い る 一 対 の 直 線 状 部 が 略 平 行 に 隣 接 し て い る 前 記 初 期 状 態 に 、 前 記 フ レ キ
シ ブ ル 基 板 を 形 成 し 、
　 前 記 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 複 数 の 前 記 線 形 部 分 の 境 界 箇 所 で 曲 折 さ せ る こ と で
、 略 平 行 に 隣 接 し て い た 前 記 線 形 部 分 が 前 記 初 期 状 態 の と き よ り 離 間 し て い る 前 記 完 成 状
態 と す る コ イ ル 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の コ イ ル 部 材 を 製 造 す る た め の コ イ ル 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 各 々 が 細 長 い 第 一 線 形 部 分 と 第 二 線 形 部 分 と 第 三 線 形 部 分 と 第 四 線 形 部 分 と が 環 状 に 連
続 し 、 前 記 第 一 線 形 部 分 と 前 記 第 二 線 形 部 分 と が 直 線 状 に 連 続 す る と と も に 前 記 第 三 線 形
部 分 と 前 記 第 四 線 形 部 分 と が 直 線 状 に 連 続 し 、 前 記 第 一 線 形 部 分 に 少 な く と も 前 記 第 四 線
形 部 分 が 略 平 行 に 隣 接 す る と と も に 前 記 第 二 線 形 部 分 に 少 な く と も 前 記 第 三 線 形 部 分 が 略
平 行 に 隣 接 し て い る 前 記 初 期 状 態 に 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 形 成 し 、
　 前 記 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 前 記 第 一 線 形 部 分 と 前 記 第 二 線 形 部 分 と の 境 界 箇 所
と 前 記 第 二 線 形 部 分 と 前 記 第 三 線 形 部 分 と の 境 界 箇 所 と 前 記 第 三 線 形 部 分 と 前 記 第 四 線 形
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部 分 と の 境 界 箇 所 と 前 記 第 四 線 形 部 分 と 前 記 第 一 線 形 部 分 と の 境 界 箇 所 と で 曲 折 さ せ る こ
と で 、 前 記 第 一 線 形 部 分 と 前 記 第 二 線 形 部 分 と が 略 直 交 す る と と も に 前 記 第 三 線 形 部 分 と
前 記 第 四 線 形 部 分 と が 略 直 交 す る 前 記 完 成 状 態 と す る コ イ ル 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 共 通 す る 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 曲 折 箇 所 を 相 違 さ せ る こ と で 複 数 種 類 の 前 記 コ イ ル 部
材 を 製 造 す る 請 求 項 １ ３ な い し １ ７ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の コ イ ル 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の コ イ ル 部 材 の 前 記 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 で あ っ て 、
　 ス リ ッ ト ま た は 開 口 か ら な る 前 記 切 断 部 を 有 す る 環 状 に 形 成 さ れ て い る フ レ キ シ ブ ル 基
板 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ル ー プ ア ン テ ナ な ど に 利 用 さ れ る コ イ ル 部 材 に 関 し 、 特 に 、 フ レ キ シ ブ ル 基
板 で 形 成 さ れ て い る コ イ ル 部 材 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 、 例 え ば 、 携 帯 電 話 端 末 な ど の 電 子 機 器 に ル ー プ ア ン テ ナ や 誘 導 コ イ ル な ど が 搭 載
さ れ て い る 。 そ の ル ー プ ア ン テ ナ な ど は 、 例 え ば 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板
か ら 形 成 さ れ て い る コ イ ル 部 材 １ ０ ０ で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の コ イ ル 部 材 １ ０ ０ の フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ １ ０ は 、 各 々 線 形 の 第 一 線 形 部 分 １ １ １ と
第 二 線 形 部 分 １ １ ２ と 第 三 線 形 部 分 １ １ ３ と 第 四 線 形 部 分 １ １ ４ と が 環 状 に 連 続 し て い る
。 連 続 す る 線 形 部 分 １ １ １ ～ １ １ ４ が 直 交 す る 矩 形 の 枠 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の コ イ ル 部 材 １ ０ ０ で は 、 例 え ば 、 第 二 線 形 部 分 １ １ ２ か ら 接 続 部 分 １ １ ６ が 突 出 し
て い る 。 こ の 接 続 部 分 １ １ ６ の 端 部 に 接 続 コ ネ ク タ １ ２ ０ が 実 装 さ れ て い る 。 フ レ キ シ ブ
ル 基 板 １ １ ０ は 、 一 本 の プ リ ン ト 配 線 １ １ ７ が 各 線 形 部 分 １ １ １ ～ １ １ ４ を 繰 り 返 し 周 回
す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 そ の プ リ ン ト 配 線 の 両 端 が 接 続 コ ネ ク タ １ ２ ０ に 接 続 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な コ イ ル 部 材 １ ０ ０ は 、 例 え ば 、 携 帯 電 話 端 末 な ど の 電 子 機 器 の 本 体 ハ ウ ジ ン
グ に 搭 載 さ れ 、 そ の 本 体 ハ ウ ジ ン グ に 搭 載 さ れ て い る 回 路 基 板 に 接 続 コ ネ ク タ １ ２ ０ で 接
続 さ れ る こ と に よ り (図 示 せ ず )、 ル ー プ ア ン テ ナ な ど と し て 機 能 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 上 述 の よ う に フ レ キ シ ブ ル 基 板 で 形 成 さ れ て い る コ イ ル 部 材 と し て は 、 各 種 の 提
案 が あ る (例 え ば 、 特 許 文 献 １ ， ２ 参 照 )。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ０ ４ ２ ０ １ １ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ０ ６ － ０ ９ ７ ７ １ ３ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 述 の よ う な コ イ ル 部 材 １ ０ ０ は 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ １ ０ の プ リ ン ト 配 線 １ １ ７ に よ
り 実 現 さ れ て い る 。 従 っ て 、 電 線 を 巻 回 す る よ う な 必 要 が な く 、 簡 単 に 量 産 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に コ イ ル 部 材 １ ０ ０ を 量 産 す る 場 合 に は 、 大 型 の 基 板 シ ー ト に 複 数 の プ リ ン ト
配 線 １ １ ７ の パ タ ー ン を 配 列 さ せ て 形 成 し (図 示 せ ず )、 そ の 基 板 シ ー ト か ら 複 数 の フ レ キ
シ ブ ル 基 板 １ １ ０ を 切 り 出 す こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 し か し 、 図 示 す る よ う に 、 枠 状 の コ イ ル 部 材 １ ０ ０ は 中 央 に 空 間 が 存 在 す る た め 、 基 板
シ ー ト か ら フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ １ ０ を 切 り 出 す と 、 そ の 中 央 の 部 分 は 無 駄 に 廃 棄 す る こ と
と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か も 、 上 述 の よ う に 中 央 に 無 駄 な 部 分 が 存 在 す る 枠 状 の コ イ ル 部 材 １ ０ ０ は 、 そ の 全
体 的 な 占 有 面 積 が 無 駄 に 大 き い 。 こ の た め 、 従 来 の コ イ ル 部 材 １ ０ ０ で は 、 基 板 シ ー ト に
多 数 の プ リ ン ト 配 線 １ １ ７ の パ タ ー ン を 配 列 さ せ て 形 成 す る こ と が で き ず 、 生 産 性 が 低 下
し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 上 述 の よ う な 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 基 板 シ ー ト か ら フ レ キ シ ブ ル
基 板 を 切 り 出 す と き に 無 駄 を 最 小 限 と す る こ と が で き て 生 産 性 が 良 好 な コ イ ル 部 材 を 提 供
す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の コ イ ル 部 材 は 、 ス リ ッ ト ま た は 開 口 か ら な る 切 断 部 を 有 す る 環 状 の 初 期 状 態 の
フ レ キ シ ブ ル 基 板 が 、 複 数 箇 所 で 曲 折 さ れ る こ と で 切 断 部 の 形 状 が 初 期 状 態 と は 相 違 す る
環 状 の 完 成 状 態 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の コ イ ル 部 材 で は 、 例 え ば 、 定 型 の 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 か ら 各
種 形 状 の 完 成 状 態 の コ イ ル 部 材 を 製 造 す る こ と や 、 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 切 断 部
が ス リ ッ ト 状 の 細 長 形 状 に 形 成 し て お き 、 こ れ を 曲 折 に よ り 切 断 部 が 大 径 に 開 口 し た 枠 状
の 完 成 状 態 と す る よ う な こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の コ イ ル 部 材 で は 、 例 え ば 、 定 型 の 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 か ら 各 種 形 状 の
完 成 状 態 の コ イ ル 部 材 を 製 造 す る こ と に よ り 、 各 種 形 状 の コ イ ル 部 材 を 良 好 な 生 産 性 で 製
造 可 能 な 構 造 を 実 現 す る こ と が で き 、 ま た 、 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 切 断 部 が ス リ
ッ ト 状 の 細 長 形 状 に 形 成 し て お き 、 こ れ を 曲 折 に よ り 切 断 部 が 大 径 に 開 口 し た 枠 状 の 完 成
状 態 と す る こ と に よ り 、 無 駄 に 廃 棄 す る 部 分 を 最 小 と し な が ら 大 径 の コ イ ル 部 材 を 製 造 可
能 な 構 造 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 以 下 に 説 明 す る 。 な お 、 本 形 態 で は 、 図 示 す る
よ う に 前 後 左 右 上 下 の 方 向 を 規 定 し て 説 明 す る 。 し か し 、 こ れ は 説 明 を 簡 単 と す る た め に
便 宜 的 に 規 定 す る も の で あ り 、 本 発 明 を 実 施 す る 場 合 の 製 造 時 や 使 用 時 の 方 向 を 限 定 す る
も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ は 、 基 板 シ ー ト (図 示 せ ず )か ら 切 り 出 さ れ た 初 期 状 態
の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ か ら 形 成 さ れ て い る 環 状 の コ イ ル 部 材 で あ る 。 初 期 状 態 の フ レ
キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ は 、 図 １ (ａ )に 示 す よ う に 、 少 な く と も 四 つ の 線 形 部 分 ２ １ １ ～ ２ １
４ が 環 状 に 連 続 し 、 線 形 部 分 ２ １ １ ～ ２ １ ４ が 少 な く と も 二 つ ず つ 直 線 状 に 各 々 連 続 し て
い る 一 対 の 直 線 状 部 ２ ２ １ ， ２ ２ ２ が 略 平 行 に 隣 接 す る 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 、 図 １ (ｂ )に 示 す よ う に 、 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ が 複 数 の 線 形 部 分
２ １ １ ～ ２ １ ４ の 境 界 箇 所 で 曲 折 さ れ て 完 成 状 態 と さ れ る こ と で 、 図 １ (ｃ )に 示 す よ う に
、 略 平 行 に 隣 接 し て い た 線 形 部 分 ２ １ １ ～ ２ １ ４ が 完 成 状 態 で は 初 期 状 態 の と き よ り 離 間
し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ は 、 図 １ (ａ )に 示 す よ う に 、 各 々
が 細 長 く 等 長 の 第 一 線 形 部 分 ２ １ １ と 第 二 線 形 部 分 ２ １ ２ と 第 三 線 形 部 分 ２ １ ３ と 第 四 線
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形 部 分 ２ １ ４ と が 環 状 に 連 続 し 、 第 一 線 形 部 分 ２ １ １ と 第 二 線 形 部 分 ２ １ ２ と が 直 線 状 に
連 続 す る と と も に 第 三 線 形 部 分 ２ １ ３ と 第 四 線 形 部 分 ２ １ ４ と が 直 線 状 に 連 続 し 、 第 一 線
形 部 分 ２ １ １ に 第 四 線 形 部 分 ２ １ ４ が 平 行 に 隣 接 す る と と も に 第 二 線 形 部 分 ２ １ ２ に 第 三
線 形 部 分 ２ １ ３ が 平 行 に 隣 接 す る 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 本 実 施 の 形 態 の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ で は 、 図 １ (ｂ )に 示 す よ う に 、 初 期 状 態 の フ
レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ が 第 一 線 形 部 分 ２ １ １ と 第 二 線 形 部 分 ２ １ ２ と の 境 界 箇 所 と 第 二 線
形 部 分 ２ １ ２ と 第 三 線 形 部 分 ２ １ ３ と の 境 界 箇 所 と 第 三 線 形 部 分 ２ １ ３ と 第 四 線 形 部 分 ２
１ ４ と の 境 界 箇 所 と 第 四 線 形 部 分 ２ １ ４ と 第 一 線 形 部 分 ２ １ １ と の 境 界 箇 所 と で 上 方 に 三
角 形 状 に 曲 折 さ れ て 完 成 状 態 と さ れ る こ と で 、 図 １ (ｃ )に 示 す よ う に 、 完 成 状 態 の フ レ キ
シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ で は 、 第 一 線 形 部 分 ２ １ １ と 第 二 線 形 部 分 ２ １ ２ と が 直 交 し て い る と と
も に 第 三 線 形 部 分 ２ １ ３ と 第 四 線 形 部 分 ２ １ ４ と が 直 交 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の た め 、 本 実 施 の 形 態 の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ は 、 第 一 線 形 部 分 ２ １ １ と 第 三 線 形 部 分 ２
１ ３ と が 、 第 二 線 形 部 分 ２ １ ２ (お よ び 第 四 線 形 部 分 ２ １ ４ )の 全 長 に 相 当 す る 距 離 ま で 離
間 す る と と も に 、 第 二 線 形 部 分 ２ １ ２ と 第 四 線 形 部 分 ２ １ ４ と も 、 第 一 線 形 部 分 ２ １ １ (
お よ び 第 三 線 形 部 分 ２ １ ３ )の 全 長 に 相 当 す る 距 離 ま で 離 間 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の た め 、 本 実 施 の 形 態 の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ で は 、 第 一 線 形 部 分 ２ １ １ と 第 二 線 形 部 分
２ １ ２ と 第 三 線 形 部 分 ２ １ ３ と 第 四 線 形 部 分 ２ １ ４ と の 表 面 が 同 一 平 面 に 位 置 し て お り 、
全 体 に 中 央 が 開 口 し た 正 方 形 の 枠 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ で は 、 例 え ば 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ の 第 二
線 形 部 分 ２ １ ２ か ら 直 角 に 接 続 部 分 ２ １ ６ が 突 出 し て い る 。 こ の 接 続 部 分 ２ １ ６ の 端 部 に
接 続 コ ネ ク タ ２ ３ ０ が 実 装 さ れ て い る 。 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ は 、 一 本 の プ リ ン ト 配 線
２ １ ７ が 各 線 形 部 分 １ １ １ ～ １ １ ４ を 繰 り 返 し 周 回 す る よ う に 形 成 さ れ て お り 、 そ の プ リ
ン ト 配 線 ２ １ ７ の 両 端 が 接 続 コ ネ ク タ ２ ３ ０ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ は 、 上 述 の よ う に 完 成 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０
か ら な る 矩 形 の 枠 状 の 状 態 で 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 携 帯 電 話 端 末 な ど の 電 子 機 器 ３ ０ ０ の
本 体 ハ ウ ジ ン グ ３ １ ０ に 搭 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 電 子 機 器 ３ ０ ０ で は 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ ３ １ ０ に リ ジ ッ ド 基 板 か ら な る 回 路 基 板 ３ ２
０ と コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ と が 搭 載 さ れ て い る 。 こ の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ の 接 続 コ ネ ク タ ２ ３ ０
が 回 路 基 板 ３ ２ ０ の 接 続 コ ネ ク タ ３ ２ １ と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ ３ １ ０ に は 、 内 側 面 が コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ の 外 周 部 と 同 一 形 状 の 凹
部 ３ １ １ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 凹 部 ３ １ １ の 内 部 に コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ が 配 置 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ と 外 周 部 が 同 一 形 状 の 曲 折 維 持 部 材 ３ ３ ０ が 本 体 ハ ウ ジ ン グ
３ １ ０ と は 別 体 に 形 成 さ れ て い る 。 そ の 曲 折 維 持 部 材 ３ ３ ０ が 凹 部 ３ １ １ に 装 着 さ れ る こ
と で 、 コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ が 本 体 ハ ウ ジ ン グ ３ １ ０ に 保 持 さ れ る と と も に 曲 折 状 態 が 維 持 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の た め 、 本 実 施 の 形 態 の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ は 、 曲 折 維 持 部 材 ３ ３ ０ に よ り 曲 折 状 態 が
維 持 さ れ た 状 態 で は 、 前 述 の よ う に 上 方 に 三 角 形 状 に 曲 折 さ れ た 箇 所 が 、 フ レ キ シ ブ ル 基
板 ２ １ ０ の 表 面 に 略 面 一 に 当 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 の 形 態 の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ の 製 造 方 法 を 以 下 に 簡 単 に 説 明 す る 。 ま ず 、
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図 １ (ａ )に 示 す よ う に 、 第 一 線 形 部 分 ２ １ １ と 第 二 線 形 部 分 ２ １ ２ と が 直 線 状 に 連 続 す る
と と も に 第 三 線 形 部 分 ２ １ ３ と 第 四 線 形 部 分 ２ １ ４ と が 直 線 状 に 連 続 し 、 第 一 線 形 部 分 ２
１ １ に 少 な く と も 第 四 線 形 部 分 ２ １ ４ が 平 行 に 隣 接 す る と と も に 第 二 線 形 部 分 ２ １ ２ に 少
な く と も 第 三 線 形 部 分 ２ １ ３ が 平 行 に 隣 接 す る 初 期 状 態 に 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ を 形
成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ の 場 合 、 大 型 の 基 板 シ ー ト に 複 数 の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ の プ リ ン ト 配 線 ２ １ ７ の パ タ ー
ン を 配 列 さ せ て 形 成 し (図 示 せ ず )、 そ の 基 板 シ ー ト か ら 複 数 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ を
切 り 出 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 つ ぎ に 、 図 １ (ｂ )に 示 す よ う に 、 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ を 、 第 一 線 形 部 分
２ １ １ と 第 二 線 形 部 分 ２ １ ２ と の 境 界 箇 所 と 第 二 線 形 部 分 ２ １ ２ と 第 三 線 形 部 分 ２ １ ３ と
の 境 界 箇 所 と 第 三 線 形 部 分 ２ １ ３ と 第 四 線 形 部 分 ２ １ ４ と の 境 界 箇 所 と 第 四 線 形 部 分 ２ １
４ と 第 一 線 形 部 分 ２ １ １ と の 境 界 箇 所 と で 曲 折 さ せ て 完 成 状 態 と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 こ の 完 成 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ で は 、 図 １ (ｃ )に 示 す よ う に 、 第 一 線
形 部 分 ２ １ １ と 第 二 線 形 部 分 ２ １ ２ と を 直 交 さ せ る と と も に 第 三 線 形 部 分 ２ １ ３ と 第 四 線
形 部 分 ２ １ ４ と を 直 交 さ せ 、 第 一 線 形 部 分 ２ １ １ と 第 三 線 形 部 分 ２ １ ３ と を 平 行 に 離 間 さ
せ る と と も に 、 第 二 線 形 部 分 ２ １ ２ と 第 四 線 形 部 分 ２ １ ４ と を 平 行 に 離 間 さ せ る こ と に よ
り 、 本 実 施 の 形 態 の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 製 造 さ れ る 本 実 施 の 形 態 の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ で は 、 上 述 の よ う に フ レ キ シ ブ
ル 基 板 ２ １ ０ が 基 板 シ ー ト か ら 切 り 出 さ れ る 初 期 状 態 で は 、 中 央 に は 線 形 の 切 断 部 で あ る
ス リ ッ ト ２ １ ８ が 形 成 さ れ て い る の み で 、 矩 形 の 無 駄 な 部 分 な ど が 存 在 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の た め 、 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ の 占 有 面 積 が 必 要 最 小 限 な の で 、 多 数 を
基 板 シ ー ト に 配 列 さ せ る こ と が 可 能 で あ り 、 本 実 施 の 形 態 の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ は 生 産 性 が
良 好 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ れ で い て 、 本 実 施 の 形 態 の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ は 、 前 述 の よ う に フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １
０ が 曲 折 さ れ た 完 成 状 態 で は 、 そ の 中 央 が 大 径 に 開 口 し た 矩 形 の 枠 状 と な る 。 従 っ て 、 使
用 す る と き に は 誘 導 コ イ ル や ル ー プ ア ン テ ナ と し て 良 好 に 機 能 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し か も 、 本 実 施 の 形 態 の 電 子 機 器 ３ ０ ０ で は 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ ３ １ ０ に コ イ ル 部 材 ２ ０
０ と 曲 折 維 持 部 材 ３ ３ ０ と が 装 着 さ れ る こ と で 、 コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ が 本 体 ハ ウ ジ ン グ ３ １
０ に 保 持 さ れ る と と も に 曲 折 状 態 が 維 持 さ れ て い る 。 従 っ て 、 簡 単 な 構 造 で コ イ ル 部 材 ２
０ ０ を 適 切 な 位 置 お よ び 形 状 に 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ は 、 各 部 分 ２ １ １ ～ ２ １ ４ の 表 面 が 同 一 平 面
に 位 置 す る 状 態 に フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ が 曲 折 さ れ て い る 。 従 っ て 、 全 体 が 扁 平 で 電 子
機 器 ３ ０ ０ の 本 体 ハ ウ ジ ン グ ３ １ ０ の 内 部 に 良 好 に 平 坦 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 は 本 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で
各 種 の 変 形 を 許 容 す る 。 例 え ば 、 上 記 形 態 で は 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ を 第 一
か ら 第 四 線 形 部 分 ２ １ １ ～ ２ １ ４ が 等 長 と な る 箇 所 で 曲 折 さ せ て 完 成 状 態 と す る こ と に よ
り 、 正 方 形 の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ を 形 成 す る こ と を 例 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 し か し 、 図 ３ (ａ )に 例 示 す る よ う に 、 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ を 第 一 線 形 部
分 ４ ０ １ と 第 三 線 形 部 分 ４ ０ ３ と が 長 く な り 第 二 線 形 部 分 ４ ０ ２ と 第 四 線 形 部 分 ４ ０ ４ と
が 短 く な る 箇 所 で 曲 折 さ せ て 完 成 状 態 と す る こ と な ど に よ り 、 図 ３ (ｂ )に 示 す よ う に 、 長
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方 形 の コ イ ル 部 材 ４ ０ ０ を 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 上 述 の よ う に 矩 形 で 各 辺 の 比 率 が 相 違 す る コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ ， ４ ０ ０ は 、 初 期 状
態 で は 同 一 形 状 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ か ら 製 造 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 本 発 明 で
は 複 数 種 類 の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ ， ４ ０ ０ の 全 体 的 な 生 産 性 を 向 上 さ せ る こ と も 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の た め 、 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 正 方 形 の 枠 状 に 形 成 し て お き 、 こ れ を 曲 折 に
よ り 長 方 形 状 の 完 成 状 態 と す る こ と も で き る (図 示 せ ず )。 こ の 場 合 、 完 成 状 態 に 比 較 し て
初 期 状 態 で 無 駄 に 廃 棄 す る 部 分 が 増 大 す る が 、 定 型 の 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 か ら 、
各 種 形 状 の コ イ ル 部 材 を 製 造 で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 上 記 形 態 で は コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ の 曲 折 を 維 持 す る 曲 折 維 持 部 材 ３ ３ ０ が 電 子 機 器
３ ０ ０ の 本 体 ハ ウ ジ ン グ ３ １ ０ に 装 着 さ れ る こ と を 例 示 し た 。 し か し 、 図 ３ (ｂ )に 示 す よ
う に 、 コ イ ル 部 材 ４ ０ ０ に 曲 折 維 持 部 材 ４ １ １ ～ ４ １ ３ を 装 着 し て お く こ と も 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 例 え ば 、 曲 折 維 持 部 材 ４ １ １ は 、 ス リ ッ ト 状 の 開 口 が 三 面 に 形 成 さ れ て い る 直 方 体 状 の
ガ イ ド 部 品 と し て 形 成 さ れ て お り 、 コ イ ル 部 材 ４ ０ ０ の 角 部 に 側 方 な ど か ら 装 着 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 曲 折 維 持 部 材 ４ １ ２ は 、 ス リ ッ ト 状 の 開 口 が 一 面 に 形 成 さ れ て い る 三 角
柱 状 の ガ イ ド 部 品 と し て 形 成 さ れ て お り 、 コ イ ル 部 材 ４ ０ ０ の 角 部 に 斜 め 方 向 か ら 装 着 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 さ ら に 、 上 述 の よ う に コ イ ル 部 材 ４ ０ ０ が 全 体 的 に 長 方 形 に 形 成 さ れ て い る 場 合 、 そ の
短 辺 と 等 長 の 一 個 の 曲 折 維 持 部 材 ４ １ ３ で 、 コ イ ル 部 材 ４ ０ ０ の 二 つ の 角 部 を 保 持 す る こ
と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 上 述 の よ う に コ イ ル 部 材 ４ ０ ０ に 曲 折 維 持 部 材 ４ １ １ 等 が 装 着 さ れ て い る 場 合 、
そ の 曲 折 維 持 部 材 ４ １ １ 等 が 係 合 す る 凹 部 を 電 子 機 器 の 本 体 ハ ウ ジ ン グ に 形 成 し て お く こ
と に よ り (図 示 せ ず )、 コ イ ル 部 材 ４ ０ ０ を 本 体 ハ ウ ジ ン グ に 簡 単 な 構 造 で 適 切 に 装 着 す る
こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 さ ら に 、 上 記 形 態 で は 矩 形 の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ を 形 成 す る た め に 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ
ル 基 板 ２ １ ０ を 四 箇 所 で 上 方 に 曲 折 さ せ る こ と を 例 示 し た 。 し か し 、 図 ４ に 示 す よ う に 、
こ れ ら の 箇 所 の 一 部 な い し 全 部 を 下 方 に 曲 折 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 上 記 形 態 で は 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ の 中 央 に ス リ ッ ト ２ １ ８ が 単 純
な 線 形 に 形 成 さ れ て い る こ と の み 例 示 し た 。 し か し 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 そ の 両 端 に 丸 孔
２ １ ９ を 形 成 し て お く こ と に よ り 、 ス リ ッ ト ２ １ ８ の 端 部 か ら フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ が
裂 け る こ と を 防 止 す る こ と も 可 能 で あ る 。 同 様 に 、 ス リ ッ ト を 所 定 幅 に 形 成 し て 両 端 を 半
円 形 と す る こ と に よ り (図 示 せ ず )、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ が 裂 け る こ と を 防 止 す る こ と
も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 さ ら に 、 上 記 形 態 で は 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ を 四 箇 所 で 曲 折 さ せ て コ イ ル
部 材 ２ ０ ０ を 矩 形 に 形 成 す る こ と を 例 示 し た 。 し か し 、 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １
０ を 五 つ 以 上 の 箇 所 で 曲 折 さ せ て 五 角 形 以 上 の 多 角 形 に コ イ ル 部 材 を 形 成 す る こ と も 不 可
能 で は な い (図 示 せ ず )。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 上 記 形 態 で は 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ の 長 手 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 接
続 部 分 ２ １ ６ が 突 出 し て い る こ と を 例 示 し た 。 し か し 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 初 期 状 態 の フ
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レ キ シ ブ ル 基 板 ４ ２ ０ の 長 手 方 向 と 同 一 方 向 に 接 続 部 分 ４ ２ ５ が 突 出 し て い る こ と も 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 場 合 、 同 一 面 積 の 基 板 シ ー ト に 複 数 の 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ ２ ０ を 、 よ り
高 密 度 に 配 列 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 さ ら に コ イ ル 部 材 の 生 産 性 を 向 上 さ せ る こ と
が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 上 記 形 態 で は 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ の 各 部 分 ２ １ １ ～ ２ １ ４ の 境 界
位 置 を 三 角 形 状 に 曲 折 さ せ る こ と で 、 完 成 状 態 の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ の 各 部 分 ２ １ １ ～ ２ １
４ の 表 面 が 同 一 平 面 に 位 置 す る こ と を 例 示 し た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 し か し 、 図 ６ に 例 示 す る コ イ ル 部 材 ４ ３ ０ の よ う に 、 初 期 状 態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １
０ を 直 角 方 向 の み に 曲 折 さ せ る こ と に よ り 、 第 一 線 形 部 分 ４ ３ １ と 第 二 線 形 部 分 ４ ３ ２ と
の 表 面 が 直 交 し 、 第 二 線 形 部 分 ４ ３ ２ と 第 三 線 形 部 分 ４ ３ ３ と の 表 面 が 直 交 し 、 第 三 線 形
部 分 ４ ３ ３ と 第 四 線 形 部 分 ４ ３ ４ と の 表 面 が 直 交 し 、 第 四 線 形 部 分 ４ ３ ４ と 第 一 線 形 部 分
４ ３ １ と の 表 面 が 直 交 す る 、 完 成 状 態 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の コ イ ル 部 材 ４ ３ ０ で は 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ の 表 面 が 拡 開 さ れ た 切 断 部 に よ り
形 成 さ れ る 平 面 に 対 し て 直 交 す る 。 こ の コ イ ル 部 材 ４ ３ ０ で は 、 各 部 分 ４ ３ １ ～ ４ ３ ４ の
表 面 が 直 方 体 の 外 側 面 に 相 当 す る 配 置 と な る 。 従 っ て 、 例 え ば 、 直 方 体 状 の 本 体 ハ ウ ジ ン
グ の 内 側 面 に 配 置 す る よ う な こ と が 好 適 で あ る (図 示 せ ず )。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 し か も 、 こ の コ イ ル 部 材 ４ ３ ０ も 、 当 然 な が ら 、 そ の 曲 折 箇 所 を 変 更 す る こ と に よ り 矩
形 の 縦 横 比 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 曲 折 箇 所 を 増 加 さ せ る こ と で 全 体 を 多 角 形
状 に 形 成 す る こ と も で き る (図 示 せ ず )。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 さ ら に 、 こ の コ イ ル 部 材 ４ ３ ０ で は 、 第 一 線 形 部 分 ４ ３ １ と 第 二 線 形 部 分 ４ ３ ２ と の 境
界 箇 所 と 第 三 線 形 部 分 ４ ３ ３ と 第 四 線 形 部 分 ４ ４ ４ と の 境 界 箇 所 と の 曲 折 の 曲 率 半 径 を 拡
大 す る こ と に よ り 、 全 体 を 円 筒 状 に 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る (図 示 せ ず )。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 こ の コ イ ル 部 材 ４ ３ ０ も 、 前 述 の コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ ， ４ ０ ０ と 同 一 形 状 の 初 期 状
態 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ か ら 形 成 す る こ と が で き 、 本 発 明 で は 、 同 一 形 状 の 初 期 状 態
の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １ ０ か ら 、 平 坦 な コ イ ル 部 材 ２ ０ ０ も 立 体 的 な コ イ ル 部 材 ４ ３ ０ も
形 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 さ ら に 、 上 述 の よ う な コ イ ル 部 材 ４ ３ ０ で も 、 例 え ば 、 Ｌ 字 型 の ス リ ッ ト が 下 面 に 開 口
し て い る 曲 折 維 持 部 材 ４ ４ ０ を 形 成 し 、 こ の 曲 折 維 持 部 材 ４ ４ ０ を フ レ キ シ ブ ル 基 板 ２ １
０ の 曲 折 箇 所 に 装 着 す る こ と に よ り 、 そ の 曲 折 状 態 を 維 持 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の コ イ ル 部 材 の 製 造 工 程 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 電 子 機 器 の 要 部 の 組 立 構 造 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 一 変 形 例 の コ イ ル 部 材 の 製 造 工 程 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 他 の 変 形 例 の 製 造 工 程 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 さ ら に 他 の 変 形 例 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 さ ら に 他 の 変 形 例 の コ イ ル 部 材 の 製 造 工 程 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 一 従 来 例 の コ イ ル 部 材 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ２ ０ ０ ， ４ ０ ０ ， ４ ３ ０ 　 　 コ イ ル 部 材
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　 ２ １ ０ ， ４ ２ ０ 　 　 フ レ キ シ ブ ル 基 板
　 ２ １ １ ， ４ ０ １ ， ４ ３ １ 　 　 第 一 線 形 部 分
　 ２ １ ２ ， ４ ０ ２ ， ４ ３ ２ 　 　 第 二 線 形 部 分
　 ２ １ ３ ， ４ ０ ３ ， ４ ３ ３ 　 　 第 三 線 形 部 分
　 ２ １ ４ ， ４ ０ ４ ， ４ ３ ４ 　 　 第 四 線 形 部 分
　 ２ １ ８ 　 　 ス リ ッ ト
　 ３ ０ ０ 　 　 電 子 機 器
　 ３ １ ０ 　 　 本 体 ハ ウ ジ ン グ
　 ３ ３ ０ ， ４ １ １ ～ ４ １ ３ ， ４ ４ ０ 　 　 曲 折 維 持 部 材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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